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事
は
黙
々
と
実
行
、
感
謝
の
気
持
ち
で
精
を
出
す
。
在
職

中
に
業
務
功
労
者
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

そ
し
て
今
日
、
全
抑
協
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
の
も
大
学

の
ご
恩
が
あ
っ
た
事
と
老
後
の
幸
せ
に
感
謝
し
、
あ
わ
せ

て
異
国
の
地
に
永
遠
に
眠
る
友
の
冥
福
を
祈
り
、
私
の
シ

ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

現
住
所 

 

栃
木
県
小
山
市
大
字
島
田
岸 
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歴 
 

昭
和
十
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年
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月
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日 

東
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十
六
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十
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年
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月
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員
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学
職
員
管
理
営
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課
主
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現
在 
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部
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区
役
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私
は
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
終
戦
を

中
国
東
北
部
（
満
州
孫
呉
）
で
迎
え
ま
し
た
。 

 

兵
役
は
昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
陸
軍
通
信
兵
と

し
て
神
奈
川
県
東
部
七
十
八
電
信
隊
に
入
隊
す
る
。 

 

直
に
関
釜
連
絡
船
に
て
満
州
新
京
（
長
春
）
七
五
八
〇

部
隊
初
年
兵
教
育
に
入
る
。
三
カ
月
で
一
期
の
教
育
終
る
。

四
月
の
上
旬
チ
チ
ハ
ル
に
転
勤
、
実
働
に
入
る
。
次
に
孫

呉
軍
通
信
七
五
八
四
固
定
無
線
隊
に
転
勤
、
こ
の
地
が
終

戦
ま
で
の
居
住
地
と
な
る
。 

 

一
方
戦
局
の
方
は
日
を
追
っ
て
悪
化
し
て
お
り
、
こ
こ

満
州
は
比
較
的
平
穏
で
あ
っ
た
王
道
楽
土
も
束
の
間
、
二

十
年
八
月
九
日
ソ
連
軍
の
不
法
進
入
空
襲
有
り
、
軍
の
施

設
爆
破
さ
れ
る
も
応
戦
す
る
武
器
も
な
く
、
さ
す
が
関
東

軍
と
い
え
ど
も
な
す
術
も
な
く
、
ソ
連
軍
の
侵
攻
一
方
的

で
あ
っ
た
。
十
五
日
玉
音
放
送
に
よ
り
終
戦
と
な
る
。
国
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境
線
で
は
終
戦
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
司
令
部

前
で
武
装
解
除
日
取
り
不
明
、
早
速
復
員
で
き
る
噂
が
飛

ん
だ
が
実
現
し
そ
う
も
な
か
っ
た
。
朝
鮮
通
過
の
帰
路
は

混
乱
し
て
て
危
険
で
あ
る
話
、
黒
龍
江
を
下
り
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
よ
り
帰
る
話
題
が
も
っ
ぱ
ら
で
あ
っ
た
。
こ
こ
あ

た
り
が
運
命
の
別
れ
道
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
内
に
大
隊
編
成
が
な
さ
れ
、
長
岡
大
尉
指
揮
下
の

第
三
大
隊
と
な
る
。
ど
こ
へ
ど
う
進
む
か
お
先
真
っ
暗
の

出
発
。
北
に
進
む
。
二
十
年
九
月
中
旬
、
食
糧
、
身
の
回

り
品
持
て
る
だ
け
背
負
い
、
孫
呉
を
出
発
し
三
日
目
ご
ろ

黒
河
に
到
着
。
ソ
満
国
境
の
大
河
黒
龍
江
乗
船
と
な
る
。

船
は
下
る
か
横
断
す
る
か
、
皆
が
ど
う
も
お
か
し
い
、
お

か
し
い
の
声
。
、
着
い
た
所
が
黒
河
の
対
岸
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ

ェ
ン
ス
ク
ら
し
い
。
も
う
だ
め
だ
、
捕
虜
だ
と
あ
き
ら
め

る
。 

 

苦
難
の
道
の
第
一
歩
の
始
ま
り
で
あ
る
。
収
容
所
に
着

く
ま
で
農
場
の
仕
事
。
麦
刈
り
、
馬
鈴
薯
掘
り
、
生
の
麦

を
か
じ
り
馬
鈴
薯
も
生
で
。
農
場
か
ら
農
場
へ
と
進
ん
で

着
い
た
所
が
ラ
イ
チ
ハ
第
十
九
収
容
所
。
板
塀
と
有
刺
鉄

線
と
四
隅
に
望
楼
あ
る
本
格
の
収
容
所
で
あ
る
。
孫
呉
を

出
発
し
二
十
日
余
り
、
着
の
身
着
の
ま
ま
厄
介
も
の
虱
に

は
苦
労
し
ま
し
た
。
宿
舎
は
半
地
下
式
二
段
板
張
り
で
あ

る
。
こ
こ
は
炭
坑
町
の
よ
う
で
露
天
掘
り
、
も
は
や
ど
う

し
よ
う
も
で
き
ま
せ
ん
。
十
月
下
旬
の
シ
ベ
リ
ア
、
寒
さ

も
加
わ
り
始
め
ま
す
。
早
速
ラ
ボ
ー
タ
、
仕
事
、
仕
事
。 

 

飢
え
と
寒
さ
、
重
労
働
、
線
路
際
土
砂
の
取
り
除
き
、

貨
車
へ
石
炭
を
抱
え
て
積
込
。
何
も
し
な
く
て
も
動
い
て

い
な
い
と
凍
傷
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
身
を
守
る
の
も
一

苦
労
で
す
。
ソ
連
は
何
で
も
ノ
ル
マ
（
パ
ー
セ
ン
ト
）
が

つ
き
物
で
、
最
初
の
こ
ろ
は
仕
事
の
内
容
も
分
か
ら
な
い

し
、
や
る
気
も
な
し
。
作
業
現
場
に
行
っ
て
も
東
京
ダ
モ

イ
は
い
つ
、
次
に
食
物
の
話
。
お
は
ぎ
と
ぼ
た
餅
の
違
い

の
話
ば
か
り
。
若
者
が
一
日
も
満
腹
感
が
な
か
っ
た
。
故

国
へ
帰
る
ま
で
死
ん
で
な
る
か
と
自
分
を
励
ま
し
、
生
き

抜
く
こ
と
だ
。 

 

二
十
年
の
暮
れ
か
ら
二
十
一
年
の
春
ま
で
多
く
の
抑
留

者
を
酷
寒
の
凍
土
の
荒
野
に
不
帰
の
客
と
さ
せ
た
シ
ベ
リ

ア
で
の
寒
さ
と
飢
え
と
重
労
働
の
過
酷
な
情
況
の
中
で
強
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く
生
き
抜
い
た
者
の
責
務
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
も
の
で

す
。 

 

二
十
二
年
ご
ろ
と
思
い
ま
す
、
作
業
班
に
対
し
ノ
ル
マ

が
上
が
ら
な
い
の
で
食
事
に
よ
り
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

上 

一
級
食
、
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上 

二
級
食
、
以
下

三
級
食
。
お
国
柄
働
か
ざ
る
者
は
食
う
べ
か
ら
ず
、
食
べ

盛
り
の
若
者
達
の
共
食
で
し
た
。
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

作
業
の
方
は
建
築
関
係
と
変
り
、
大
工
、
佐
官
、
石
積
み
、

レ
ン
ガ
積
み
、
仕
事
も
多
様
化
し
て
く
る
。 

 

こ
の
こ
ろ
よ
り
民
主
化
運
動
盛
ん
と
な
る
。
吊
し
上
げ

な
ど
見
ら
れ
る
様
に
な
る
。
作
業
班
等
組
織
替
え
が
行
わ

れ
る
様
に
な
る
。
年
齢
層
に
よ
り
青
年
行
動
隊
。
私
の
作

業
、
建
築
関
係
の
資
材
運
搬
で
収
容
所
で
は
ノ
ル
マ
も
上

位
の
方
で
し
た
。
風
呂
の
方
も
周
期
的
に
入
れ
る
よ
う
に

な
り
着
替
え
も
で
き
、
虱
と
も
お
別
れ
で
き
ま
し
た
。
ソ

連
式
健
康
診
断
は
お
尻
の
弾
力
で
軍
医
夫
人
が
一
級
二
級
、

営
外
作
業
、
三
級
軽
作
業
を
決
め
る
。 

 

ソ
連
の
農
業
生
産
組
織
に
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
（
国
営
）
、
コ

ル
ホ
ー
ズ
（
法
人
）
の
二
つ
あ
る
。
二
十
四
年
ご
ろ
よ
り

ソ
連
式
労
働
賃
金
、
そ
の
量
と
質
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
様

に
な
り
。
二
十
四
年
五
月
ラ
イ
チ
ハ
よ
り
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

に
転
属
、
主
と
し
て
農
作
業
、
八
月
下
旬
ダ
モ
イ
の
案
内

あ
り
。 

 

ナ
ホ
ト
カ
九
月
一
日
乗
船
、
恵
山
丸
。
九
月
四
日
、
五

年
ぶ
り
懐
か
し
の
故
郷
へ
入
国
の
手
続
き
が
終
わ
り
、
五

日
我
が
家
へ
。 

 

過
去
六
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら

筆
を
取
る
わ
け
で
年
月
日
の
誤
差
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。 

 

戦
後
生
ま
れ
世
代
が
七
割
を
超
え
、
戦
争
に
対
す
る
意

識
が
薄
れ
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
労
苦
を
終
ら
せ
ず
に

子
々
孫
々
に
語
り
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

現 

住 
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葉
県
香
取
郡
小
見
川
町
久
保 

生
年
月
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昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
十
日
繰
上
げ
検
査

で
現
役
兵
と
し
て
、
柏
の
東
部
八
十
三
部
隊
へ
入
隊
す
る
。

当
時
は
静
岡
県
の
大
地
震
で
東
海
道
線
は
不
通
で
中
央
線

で
先
発
し
博
多
で
一
泊
し
、
映
画
・
亀
山
公
園
の
見
学
等

で
最
後
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。
後
発
隊
と
合
流
し
、
米
潜

水
艦
の
出
没
す
る
日
本
海
博
多
港
よ
り
夜
陰
に
乗
じ
駆
逐

艦
の
護
衛
で
出
航
し
た
。
十
二
月
の
玄
界
灘
は
大
陸
か
ら

吹
き
付
け
る
強
風
で
波
が
荒
い
と
聞
い
て
い
た
が
折
悪
し

く
天
候
が
急
変
、
雹
が
甲
板
を
叩
く
。
三
千
ト
ン
級
の
船

は
木
の
葉
の
ご
と
く
大
揺
れ
。
船
首
が
上
っ
た
時
は
良
い

が
、
逆
に
船
首
が
下
っ
た
時
は
ス
ク
リ
ュ
ウ
の
空
回
転
で

こ
の
ま
ま
海
中
に
沈
ん
で
し
ま
う
の
か
と
同
年
兵
は
皆
備

え
付
け
の
洗
面
器
を
抱
え
っ
ぱ
な
し
。
も
う
口
や
腹
か
ら

出
る
物
は
何
も
無
い
。
早
朝
釜
山
港
は
波
も
静
ま
り
全
員

上
陸
、
元
気
を
取
り
戻
す
。
列
車
は
朝
鮮
半
島
を
縦
断
、
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で

す
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